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要 旨
佐賀大学が海外協定校に提供している交換留学プログラムのうち、SPACE-ARITAプログラムは、
有田キャンパスをベースにやきものに特化して学ぶプログラムである。留学を希望する海外の協定校
で、やきものとデザインを学ぶ学生に対し、主に芸術地域デザイン学部有田セラミック分野の教員が
指導し、留学生の目的達成を支援する。有田というやきものにおいて世界的に広く知られる窯業地で、
やきものにフォーカスして専門的に学ぶプログラムであり、海外の協定校の注目度は高く、これまで
受け入れた留学生の制作研究に対するモチベーションも高い。
SPACE-ARITAプログラムは、留学生の自国で身につけた教育と文化が、日本のやきもの文化と
それを学ぶ本学の学生に接し、両者が異なるアプローチの創造のプロセスを共有するまたと無い機会
となっている。この異文化の接点で試行される様々な教育的経験、明確になる考え方の違い、次世代
の求める欲求の指向性とそれにどう応えるかなど、そこで得られる知見を記録し共有することは、一
つ一つのデータをグラフにして今の状況を把握し、次の行動を決定するグラフ作りのように、学生に
とっても指導サポートする教員にとっても、次の行動を定める有効な資料となると思われる。そこで
留学生が研究成果をまとめたブックレットとともに、それぞれの留学生が経た留学期間の教育内容を
記録し、やきもの教育、留学生教育、異文化交流の参考としたい。

1，2，3，4佐賀大学芸術地域デザイン学部 芸術表現コース 有田セラミック分野
Arita Ceramic Field, Fine Arts Course, Faculty of Art and Regional Design, Saga University
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表1 SPACE-ARITA 履修科目

SPACE-ARITA履修科目

必修

科目

自主研究Ｃ／Ｄ 6単位

1学期

あたり

12単位

以上

日本事情研修Ｅ／Ｆ 2単位

選択

科目

ロクロ成形Ⅰ／Ⅱ／Ⅲ 2単位

石膏型成型Ⅰ／Ⅱ／Ⅲ 2単位

陶磁成形技法Ⅰ／Ⅱ／Ⅲ 2単位

装飾技法Ⅰ／Ⅱ／Ⅲ 2単位

釉薬化学Ⅰ／Ⅱ 2単位

【SPACE-ARITA プログラムの骨子】

① SPACE-ARITA コース概要
SPACE-ARITAは佐賀大学の海外協定校に所
属する芸術・デザイン分野の、主に陶磁器による
表現を専門的に学ぶ留学生を対象とした一学期間
（4ヶ月）のプログラムである。在籍校にて陶磁
器の授業やプログラムを履修していることが参加
の前提となっている。留学生が個々に立ち上げる
メインプロジェクト「自主研究Ｃ（秋学期）・Ｄ
（春学期）」を軸に、肥前地区の窯業について学
ぶフィールドワーク「日本事情研修Ｅ（秋学期）・
Ｆ（春学期）」に加え、自己の研究内容や興味関
心により、佐賀大学で開講される授業を選択し受
講する。佐賀大学は、留学生にこれらの履修によ
り専門性を高めることができる、ユニークで柔軟
なカリキュラムを提供している。留学生は
SPACE-ARITAのプログラムの中で、日本人学
生や地元の人々との学術的で有意義な交流を通じ
て、日本の社会や地域の人々への認識や理解を深
めることができる。

また留学生は、留学期間が始まって一月経った
頃に、自己紹介を兼ねたパネルプレゼンテーショ
ンを佐賀大学本庄キャンパスで開催している（図
1）。これは SPACE-ARITA留学生と本学学生
との交流の場をつくるとともに、留学生の在籍校
での授業内容やキャンパスライフ、現地生活情報
などを本学学生に提供することを目的としている。
そうすることで本学学生が将来留学を目指す動機
付けになることを期待している。
履修科目は表1のとおりである。留学生の最低
履修要件は、各学期12単位以上で、修得した単位
は佐賀大学の成績証明書として発行され、要件を
満たした学生は、留学期間の終わりに修了証が授
与される。学期終了後に、この修得した単位数を、
在籍校の国際課またはそれに相当する課に報告す
る。

② SPACE-ARITA 指導教員
SPACE-ARITAプログラムの指導は、制作を
主体とする留学生がほとんどであるため、主に制
作を研究の専門としている教員である田中右紀、
三木悦子、湯之原淳、甲斐広文が担当し、毎週行
われるミーティングで進行が決定される。技術的
な指導は留学生の研究内容により、各研究段階に
その専門分野の教員が指導する。プログラム全体
を三木悦子がコーディネートする。図1 平成29年度 春学期

留学生自己紹介パネルプレゼンテーションポスター
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③ SPACE-ARITA の履修科目
1．「自主研究Ｃ（秋学期）・Ｄ（春学期）」
「自主研究Ｃ（秋学期）・Ｄ（春学期）」は留学
生のメインプロジェクトで、留学期間の大半をこ
の時間に費やす。最初に有田で習得したい内容の
研究テーマを設定し、基本的に毎週行われる教員
とのミーティングを経て方向性を決定する。そし
て相互に関連する「日本事情研修Ｅ（秋学期）・
Ｆ（春学期）」と共に、研究への調査や試作・試
験を行い、プロジェクトの内容を充実させる。各
自の研究テーマに即し、アイデアの設計、型作り、
生地成形、焼成等、やきのもの過程を学習し、ス
ケジュールを含むプロジェクト全体を留学生自身
で管理する。肥前窯業圏特有の専門的な知識によ
るアドバイスや技術指導は、毎週行われるミー
ティングで確認し、それぞれの進捗に合わせて専
門教員が適宜行う。
留学期間の最後に、研究の軌跡をまとめたブッ
クレット作成と、最終プレゼンテーションを有田
キャンパスにて企画開催する。これは有田キャン
パスを中心に肥前窯業圏でお世話になった作家や
企業、佐賀県窯業技術センターや九州陶磁文化館、
有田町歴史民俗資料館などの連携機関、更には地
域住民の方々に、学習成果を発表し研究を還元す
ることを目的としている。最終プレゼンテーショ
ンには佐賀大学の教員や学生、肥前地区の窯業関
係者、地域住民、メディアなど、50名前後の方々
が参加する。

2．「日本事情研修Ｅ（秋学期）・Ｆ（春学期）」
「日本事情研修Ｅ（秋学期）・Ｆ（春学期）」で
は、肥前地区の陶磁器産業の現場見学や、美術館
や博物館見学などによる歴史的な観点を学び、肥
前のやきものへの理解を深める。日本磁器発祥の
地であり、世界に羽ばたいた有田焼の特殊性と、
肥前窯業圏の様々なやきもの表現、陶磁器産業の
現在を、やきものを通してまた、日本文化を通し
て知る。見学先で調査や意見交換を行い、国ごと
の陶磁器産業の比較を通して相対的にやきものを
見ることで、改めてやきものの在り方について考
える機会とする。ここでは留学前に描いていた日
本の陶磁器やそれに関連する文化に対する新たな
気付きを得る。
週1回、全15回の授業で窯業関連の様々な場所
を訪問し見学する。フィールドワークは主として
半日や1日をあてる。自主研究との関連性を深め
るため、基本的に学期の初旬（前期：4月～5月、
後期：10～11月）にかけて行う。最後に、調査・
見学の軌跡をまとめたブックレットを作成する。

次項より、平成29年度春学期の SPACE-ARITA
の交換留学プログラムで受け入れた、リノ・ク
レッセンスの「自主研究」と「日本事情研修」の
成果をまとめたブックレットを添付し、その日本
語訳の添付の後、関わった教員の教育実践研究を
それぞれの観点から述べる。尚、ブックレットに
ついては留学生のデザイン意図や表現などを尊重
し、ページの抜粋や文章の修正などは行っていな
い。
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表2 平成29年度 春学期 リノの週間時間割

月 火 水 木 金

Ⅰ
「自主研究Ｄ」
全体ミーティング

（自主研究Ｄ） （自主研究Ｄ）

Ⅱ 釉薬化学概論 （自主研究Ｄ） （自主研究Ｄ） 日本事情研修Ｆ

Ⅲ ロクロ成形Ⅰ （自主研究Ｄ） （自主研究Ｄ）

Ⅳ ロクロ成形Ⅰ （自主研究Ｄ） （自主研究Ｄ）

Ⅴ （自主研究Ｄ） （自主研究Ｄ）

SPACE-ARITA 留学生教育実践研究Ⅰ

－リノ・クレッセンス：デザインアカデミーアイントホーヘン（オランダ）－
平成29年度 春学期（平成29年4月～9月）

1．「自主研究」作品タイトル：「Floating Tableware」

平成29年度春学期にオランダのデザインアカデミーアイントホーヘン（Design Academy Eindhoven、
以下DAEとする）よりオランダ人1名、フランス人1名、計2名を SPACE-ARITA留学生として芸術
地域デザイン学部芸術表現コース有田セラミック分野で受け入れた。2名ともDEAでの主専攻は Pubric
Private である。その内、オランダ人学生リノ・クレッセンス（以下リノと呼ぶ）の教育実践について、
指導した各教員の観点から述べる。彼は必修科目である「自主研究Ｄ」と「日本事情研修Ｆ」、選択必修
の「ロクロ成形Ⅰ」、「釉薬化学概論」を履修した。リノの週間授業時間割は以下の表2の通りである。
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Rino Claessens: Eindhoven Design Academy
Spring Semester, 2017
Main Project Process Book 日本語訳

P．2
有田に来る際、磁器という素材でどういう実験ができるのか、たくさんのアイデアと期待感がありました。
しかし、人生では色々な事が思い通りにはいきません。そこで私は考えました。せっかく世界の反対側に
ある有田まで来たのであれば、今までと同じ工程で作業する必要があるか？と。有田で勉強すること自体
が一番大きな目的でしたので、有田の特徴を調べて、それについて勉強することが論理的だと思いました。
有田の主な製造品は食器だと容易に想像できたので、それに集中しようと思いました。そこから伝統的な
有田焼を調査して、どういう作品、形、サイズがあるのかなどを調べました。柿右衛門窯や今右衛門窯の
作品や、九州陶磁文化館の柴田コレクションをスケッチし、学びました。一番興味深かったのは食器に必
ず足があることでした。食器が食卓の上に浮いているように見え、舞台の上に飾られている印象を受けま
した。足がある理由は皿が掴みやすいからです。これを自分のプロジェクトのスタート地点にして、有田
で食器シリーズを制作しようと思いました。有田焼の白さをよく表現するためにも有効だと感じました。

P．8
まずはボール紙で作品の模型を製作しました。立体的に形状のバランスやサイズがどう機能するか確認し、
手で持った感覚を掴むことができるので、この工程は全体を通して重要な作業でした。いくつかの模型は
パーツを交換できるように作ったので、様々なサイズのパーツで作品のバランスを確認しました。

P．11
私がデザインした形状は、有田焼の純粋な陶土の特性上、製作が非常に難しいことが分かりました。有田
焼の陶土は、焼成後は非常に強いですが、焼成中には変形しやすい特徴を持っています。この問題をクリ
アするために、焼成中に形状がデザインしたかたちに変形していくように、焼成前の形状を予測してデザ
インする必要がありました。その予測が非常に難しく、成功するまで何度も試験を繰り返しました。

工業的な製造技術を学びたかったので、食器の制作に圧力鋳込成形技法を使用しました。排泥鋳込みと違っ
て両面が型に覆われ、作品の形状を決定できるので、可能性が広がります。内側は有機的な雰囲気、そし
て外側は幾何学的な形状で、内側と外側を対照的にデザインしました。

石膏ロクロを使用した石膏型の製作技法を習得するのにかなり時間がかかりました。前述したように、特
に圧力鋳込成形の石膏型は形状の内側と外側をデザインするので、1ミリの間違いも許されません。その
両側が正確に合わないといけないので、イライラしたこともありました。
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P．23
有田で完成度を高めながらものづくりに集中することができて本当に良かったです。アイントホーフェン
デザインアカデミーでは課題が多すぎて、作品の改良もできず、最終作品はプロトタイプにすぎません。
有田ではデザインした食器を実際に使用する時間があり、修正点を改善することもできました。このよう
なプロジェクトでは作品のディティールが非常に大事だと感じました。例えば、作品の外側はサンドブラ
ストを施しているので心地よい質感が得られ、内側は透明釉がかかっており光沢があります。このような
仕上げ一つにも内側と外側の形状の違いが強調されます。しかし、実用上の理由もあります。カトラリー
で傷がつきシルバーマークが残ってしまうため、皿の内側はマットの仕上げができません。逆に外側がマッ
トでないと釉薬のためにくっきりとしたエッジが失われてしまいます。口縁の外側にも釉薬をかけたこと
によって、光沢があり、口当たりがよくなります。そして底の印判には、自分のサインの形状のテープを
貼った後サンドブラストし、サインの部分だけに光沢が残るようにしました。このような微妙な効果がこ
のプロジェクトにとって不可欠な要素です。

P．31
結果として、有田の磁器の製造法だけでなく、日本の文化や職人の技巧についてたくさん学ぶことができ
ました。特に人々が全てのものに敬意を持って扱うのは非常に印象的でした。そして私が互いを大切にす
る以上に、日本人が人、環境、そして物を大いに尊重する姿勢を持ち、彼らがやっている全てのことにつ
いて可能な限り最善の方法を使うことを学びました。
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図2 ワークショップ資料

図3 ワークショップ資料

図4 日本から持参したワークショップ道具

図5 ワークショップの様子

1－（1）「留学生の指導を通した教育効果」：三木 悦子
リノはDAE出身であるが、2017年1月に私が
DAEでワークショップを開催した時の参加学生
でもあった。当時、陶磁器マイナークラスを担当
するオラフ・スティーブン氏のクラスに3日間の
特別ワークショップを提供した。肥前の歴史を含
むレクチャーと、小さな器を課題に石膏原形と石
膏型を作成し、常圧の圧力鋳込成形技法を使った
簡易的な方法で鋳込み、成形までを行うワーク
ショップであった（図2～図6）。

最初にDAEで指導した際の雑感を述べておき
たい。DAEは世界でもコンセプチュアルデザイ
ン教育の名門校である。アイデアを実際に形にす
るために制作する際には、マイスターが常駐する
工房で基本的な機械の使用法のレクチャーを受け
る。技術的なことは個々のスキルやセンスに委ね
られているため、もしかすると日本人的な見方か
もしないが、考えは面白くてもモノ（質）が魅力

的ではないことが多い。私が提供したワーク
ショップでは、モノの持つ厚みの話やその根拠、
また制作における手順や技術的なことなど、ある
種工芸的なことを学生らの制作過程の中で伝えた。
彼らは非常に興味深く聞いていたし、終始、制作
に没頭している様子はオラフ氏も驚いていた。
DAEでは教わることのない新鮮なものだったの
だろう。

そんな中でもリノは際立って工芸的感覚の優れ
た学生だったのを覚えている。納得いくまで製作
を続け、授業が終わっても施設閉館まで作業する
様子が印象的だった。オランダ人の割に感情を表
面に出さない穏やかな人柄ではあったが、内に芯
の強さを感じるものがあった。ある日、帰路を共
にした際、日本に一度も行ったことがないが有田
への留学に興味を示していることを口にしていた。
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図6 ワークショップ参加学生（右端：リノ） 図7 平成29年度 春学期SPACE-ARITA 留学生
（左：リノ、右：セリン）

その希望通り、翌年度には最初の SPACE-ARITA
留学生として有田にやって来た。

最初の「自主研究」ミーティングでは自分のプ
ロジェクトを何にするか定められない状態が続い
ていたが、後に述べる、主に肥前地区における陶
磁器産業を巡るフィールドワーク「日本事情研
修」で目的が明確になっていったように思う。彼
のブックレットの冒頭にも書かれている通り、
「せっかく有田に来たのなら」と、産業陶磁器の
技法「圧力鋳込成形技法」を習得することと、日
本の食卓から食器に着目していった。また、DAE
があり彼の暮らすアイントホーヘンは学生の街で
もあり、夜や週末になればバーやクラブで学生ら
が楽しむが、彼の人柄からか、有田での生活にお
いてもこの土地なりの静かな暮らしを楽しんでい
るようだった。共に留学生として来ていたセリン
との相性も良かったのだろう。同時期に来ている
留学生同士の相性は、彼らの留学期間の学習や生
活を大きく左右する（図7）。私自身、留学生の
私生活にまで介入するつもりはないが、コーディ
ネーターであり彼らと比較的円滑にコミュニケー
ションを取ることができることから、この点に関
しては介入せざるを得ないこともあり、これまで
大変なこともあった。ここにもう少し留学生の学
生生活に大きく関わり、フォローする本学学生が
いれば違うだろうが、リノの時は本学部が新設さ
れたばかりで有田キャンパスに学生が非常に少な
かったこと、またその後も日本人のシャイな性格

か英語下手からか、今のところそれに変わる状況
になっていない。最初にリノの人柄について少し
述べたが、これは彼のプロジェクトに大きく関
わってくるものだと思ったのでここに記しておく。

さて、リノのプロジェクトに戻る。彼が着目し
たのは食器の「高台」だった。遠く東亜の日本に
来て、触れたこともない文化の中で最初に着目し
たのが「高台」とは、これも彼の人柄や感性を表
していると思った。有田にある様々な陶磁器
ショップや九州陶磁文化館などをつぶさに見学し、
それらのスケッチから「高台」に着目した食器シ
リーズのプロジェクトを起こした。まずこのコン
セプトは、彼が日本の食卓や食器に素直に感じた
「食卓の上で浮いている」ように見えるという、
西洋の文化にはない日本の食卓のプレゼンテー
ションの仕方である。食卓をフレームに、食器が
遊び、水の上に浮いているかのようにゆっくりと
動き出すように感じたのだろうか。このシリーズ
のフォルムデザインは彼の感性の中で追及され洗
練されていった。特にボディや高台のフォルムや
そのバランスを、ボール紙でモデルを作りながら
様々に検討している様子は、デザインという作業
においては基本的で、あるべき姿であり、本学学
生にも学んで欲しい姿勢であった。また、素材や
製作、成形上の特徴や制限などについて説明する
際もよく理解しようとし、柔軟に対応してデザイ
ン変更を厭わなかった。しかしその条件下でも、
この食器シリーズの個々のアイテムのフォルムや、
シリーズ全体としてのバランスに対しては、前述
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したように最後まで細かなこだわりを持ってデザ
イン検討していた（図8）。
次に製作の技術的な部分について述べる。リノ
の出身であるDAEはもちろん、大概の海外の陶
磁器分野を持つ芸術・デザイン系大学では、石膏
ロクロを始め、石膏の製型技術を専門的に教えて
いるところは皆無と言って良いかもしれない。ド
イツのブルグギビヒェンシュタイン芸術デザイン
大学ハレ（以下BURG/Halle とする）では専門
的に教えてはいるが、時々、海外の大学を訪問す
ると、その設備や作業環境、製作物を見て驚愕す
ることがある。この点においては佐賀大学芸術地
域デザイン学部有田セラミックが世界的にも突出
しているのではないだろうか。私は産業陶磁分野
専門であるが、他の教員含め造形的な石膏の製型
技術指導も網羅している。要するにリノには彼の

プロジェクトを遂
行するための経験
がなかったのであ
る。先 述 し た
BURG/Halle など
ではドイツ式の、
支持体が備わって
いる石膏ロクロを
使用しているが、
日本式の石膏ロク
ロはそれがなく、
一本の棒と自身の
体感で石膏モデル
を削っていく（図

9～図11）。有田キャンパスにはドイツ式の石膏
ロクロも設置しているので、最初にどちらを希望
するか尋ねるのだが、リノは日本式に挑戦するこ
とを選んだ。この日本式の石膏ロクロには苦戦し
ながらも彼は比較的早く習得した。圧力鋳込成形
の原型制作においては、その厚みを持つモデルを
内側と外側の両面を正確に削らなければならず、
ミリ単位以下の精度を求められる。そのような中
でも順応しようと、ひとり石膏室でひたむきに石
膏ロクロに向き合う姿勢にも感心させられた。そ
の成果もあって制作半ばから、シリーズアイテム
を着々とこなしていき、5点全ての原型と使用型
を作り上げた。
また、圧力鋳込成形についても同様で、ひたむ
きで粘り強い性格から、脱型が難しい形状も徐々
にコツを掴んでいき、最後は次々に成形されてい
く技法を楽しんでいた。試焼成で歪みなどの変形
が生じた際にはその原因を求め、必要とあればリ
デザインし、石膏原型から作り直すなど、目標を
完遂するための努力を厭わなかった。さらに釉薬

図8 ボール紙モデルでのフォルムのバランス検討 図10 ドイツ式の石膏ロクロ

図9 ドイツ式の石膏ロクロ

図11 日本の石膏ロクロ
（有田キャンパスでの石膏型成型の授業の様子）
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の表現についても、彼のデザインコンセプトから、
内側と外側の表情の違いを見せるために、サンド
ブラストを施すことを提案した。日本人は特に
マット質の食器にシルバーマークが付くことを嫌
うが、それも内側だけは透明釉そのままで残すこ
とで柔軟に対応した。この点に関してもサンドブ
ラストと透明釉の組み合わせを様々なパターンで
確認し、実際に使用して実感した後にデザインを
決定している。この行為もデザインにおいては非
常に重要である。制作したものを制作しただけで
満足する学生は多々いる。実際に使用して自ら実

感し、課題を見つけ、検証する力が作品の完成度
を上げ、作品をより魅力的にする。この行為を通
して、デザインの表面性だけではなく、モノと人
とが関係する時間や空間、行動におけるデザイン
の感性を高めていく。彼がこのプロジェクトを通
して学んだ様々な視点が最終的に発表された作品
「Floating Tableware」に昇華されている。（リ
ノのブックレット P．18，25‐30参照）
最後にプレゼンテーションについて述べる。
SPACE-ARITAでは「自主研究」と「日本事情
研修」において、ブックレットの作成と最終プレ
ゼンテーションの企画開催を課している。海外で
芸術・デザイン系の高等教育を受けて来ている学
生は、彼らの仕事をポートフォリオや映像でしっ
かりと残す習慣がついているので、臆さずにその
過程一つ一つを丁寧に、そしてデザイン性高くま
とめてくる。まとめられたブックレットは、彼ら
はもちろん、本校学生への意識向上や、私達の教
育実践の記録においても非常に有効である。この
ブックレットや最終プレゼンテーションに使用す
る作品写真や作品の展示の仕方も、シンプルに美
しく描写されており、最終プレゼンテーションの
空間はさながら美術館やギャラリーのようである
（図12、図13）。この最終プレゼンテーションは、
「日本事情研修」など学習を通した産地との関わ
りや、小さな有田町の生活の中での彼らの地域コ
ミュニティとの関わりから、学内のみならず地域
にも公開しており、多くの方々に足を運んでいた
だく新たな意見交換や交流の場となっている（図
14）。
SPACE-ARITAで留学生を受け入れることは、
彼らにとっては全く別世界の中で生活し学習する
ことで、その挑戦への成果が単なる学習の成果以
上のものになると同時に、日常生活や学習の中で
異文化コミュニケーションを通した本学部学生へ
の刺激や意識向上という点でも教育効果は大きい
（図15）。また、やきものにおける高度な技術や
知識を持つ有田では、佐賀県のクリエイティブレ
ジデンシー事業（Creative Residency Arita）が
行われており、世界から様々なアーティストやデ

図12「Floating Tableware」

図14 最終プレゼンテーションの様子

図13 最終プレゼンテーションの展示の様子
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ザイナーが滞在し制作する町でもある。佐賀県や
有田町と様々に連携する有田キャンパスでは、時
には著名なクリエイターと交流する機会を得るこ
ともある。リノの滞在時にはオランダからデザイ
ナーのステファン・ショルテン氏が来有しており、
有田での制作物を説明する機会を得た（図16）。
この留学期間を経て、リノ自身、デザインするこ
とはどういうことか、その視点、またものづくり
の過程を通して、制作するモノだけではなく制作
過程やそれに関連すること等、細部にわたり気を
配るといった日本のプロダクトの一端を、実体験
を通して感じたことだろう。彼の将来の仕事や人
生において活かされることを期待している。

1－（2）「造形的視点に着目した指導より」：湯之原 淳
DAEの交換留学生を指導するたび感じること
であるが、実質3ヵ月半で結果を出すということ
だ。日本に来るまで陶磁器制作の経験が浅い中で
も学習能力の高さと自身のプロジェクトを成功さ
せたいという熱情で最後には結果を出している。
果たして日本の学生が同じ3ヶ月半という時間で
同様な制作を行うことができるかと考える。
日本における工芸分野の教育が技術習得から始
まるのに対して、ヨーロッパ、とりわけDAEに
おいては技術習得以上に、その作り出す物におい
ての考え方を重視している。故に自校でのデザイ
ン教育を受け、モノづくりに対して、しっかりと
した志向、コンセプトの打ち出し方を体得してい
る。また、一つの素材だけではなく様々な素材に
対しての制作経験を持っているため、素材が変
わったとしても、その中の一素材として素材と向

き合う感性を養っている。
留学生自身のDAEでの専攻分野にもよるが、
彼らの興味関心は様々である。最初のミーティン
グでは、来日前の日本に対する思い、考え、陶磁
器で何をしたいかなどの聞き取りを行う。この部
分は動機として重要であり、来日前と後での興味
関心の変化も含め、作品に結実するための指導を
行う。そのために、まずは有田を知ることから始
まる。リノもこれまでの留学生同様、休日に自身
の興味に即して町を歩くなど、こちらからの指示
がなくても精力的に動いていた。そのような中で
効果的に働くのがフィールドワーク授業として位
置づけられている「日本事情研修」である。「日
本事情研修」については後述しているのでここで
は詳しく述べないが、肥前地区の特に陶磁器産業
について、その歴史や特徴などを理解し留学生自

図16 ショルテン氏への作品説明の様子

図15 最終プレゼンテーション後のパーティーの様子
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図17 最初の圧力原型制作

図18 圧力鋳込み成形機

図19 週1回のミテーィング

身のメインプロジェクトにも反映させるために有
効な授業である。フィールドワークとして、陶磁
器の製造現場（陶土業、石膏型屋、機械ロクロ、
圧力鋳込み・排泥鋳込みの生地屋、伝統的窯元、
陶磁器メーカー、商社等）である肥前地区の陶磁
器産業の構造を知ることは、同時に有田の歴史や
風土を知ることへ繋がり、留学生にとって多くの
創造への刺激がある。これらの作業と同時に、ま
ず産地の基本的な石膏型による器づくりの練習を
行った（図17）。特に機械による圧力鋳込み成形
はオランダでの経験はなく、その一連の生産方法、
石膏成型技術を習得し自身のプロジェクトにも圧
力鋳込み成形法を用いた。圧力鋳込み成形法は、
石膏型に強制的に泥漿を注ぎ込む手法で成形後の
生地仕上げも少なく、器を量産するために肥前地
区で多用されている成形方法である。それはプロ
ダクト製品を生産するうえでは現在欠かせない生
産方法であり、そのことも彼らが陶磁器産地とし
て高い生産技術を持っている有田へ足を運ぶ理由
があると感じる。

磁器は乾燥や焼成による素地の収縮、変形、焼
成後の色の変化など他の素材に比べ扱いづらい素
材である。留学生が佐賀大学有田セラミックに
やってくるのは、陶磁器の長い歴史に裏打ちされ
た高い有田の技術力や陶磁器の文化からインスパ
イアされる刺激と共に自身が求めているデザイン
を実現できる場所であるからに他ならない。その
ような中で技術指導はもとより重要となるのは、
留学生の発想を受取りながらデザインの本質を損
なわずに焼物へと落とし込むことができる指導者
としての感性（能力）だと考える。有田焼産地の
特徴や生産方法、表現手法、技術などを踏まえな
がら留学生の意向をどれだけ汲み取れるかである。

私自身の関りは、週1回のミーティングの中で
決まったテーマからそのテーマを実現するための
技術サポートが大きな役割であった。留学生の多
くは、木を組んだりするような感覚で陶磁器が乾
燥、焼成時に変形することをなかなか理解できな
い。これは留学生に限らず、陶磁器を焼き上げた
回数、経験値の差が現れる部分でもある。特に同
じ磁土でも天草陶土には焼成後の変形が付きまと
う。まずそのことを理解してもらうことから始ま
る。その理解をもってしても陶磁器経験者ならば
到底作らないような形状を求めたりすることも
多々ある。その場合、いかに寄り添いながら彼ら
が求めているテーマを崩さないように形状変更し、
作品化に導けるかが重要となる。そのためには、
指導者が表現に対する意識を高く持ち、彼らの提
案を受容しながら新たな陶磁器成形の技術を提供
できるかである。そのチャレンジには物性も含め
様々な問題を残すことも多いが、彼らの志向の中
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図20 高台を小さくしたことによる焼成変形

には新たな器の可能性が秘められている。われわ
れが当たり前だと感じていることを覆す。特にリ
ノにとっての高台の位置づけは、「宙に浮いてい
る」や「台の上に乗っている」という言葉からも
わかるように、その見え方から入っている。彼は、
後に高台の背景も調べて持ちやすさという理由に
もたどり着いた。器を手で持ち箸を使って食する
文化と欧米の器を持たないナイフとフォークでの
食文化の違いより、とりわけ高台の存在が印象深
かったのではないかと推察する。更に付け加える
と日本の御膳文化や焼成時の形状の変形に対応す
るために高台は発展してきたものである。彼は、
そこに着目して独自のフォルムを提案してきた。
しかし、当初はできるだけ高台を小さくして「浮
いているような器」を作りたいということだった。
そのように高台を小さくすればするほど焼成時に
腰がヘタリ易くなるということも1作目を試作し
て理解することができた。その経験を基に形状が
変形しない範囲で、どこまで高台を小さくできる
か試み、自分が納得するバランスを見つけて行っ
た。

また、「器が台の上に乗っている」ように高台
の高さの変化を楽しむということも高台を機能一
辺倒に捉えない彼自身の考えによるところだった。
提案する全体の器を並べた時に集合体として各ア
イテムのフォルムとの関係で高台の意味を捉えた
という新奇性も感じた。機能から派生した高台が
フォルムにつながる。最後には器を利用する場面
だけではなく、重ねるという行為から生まれてく
る空間創出など、見せるということにも重点を置
いている表現スタイルが興味深かった。連結して

いるような高台の位置づけが、器という範疇にと
どまらず立体造形としての構造の魅力も醸し出し
ている。（リノのブックレット P．29参照）このよ
うなことは留学生を指導している中でよくあるこ
とで、逆に私自身が気づかされる場面であった。
私自身も既成概念の中で固まっているという反省
も含め、留学生の反応を新鮮に受け止めるときで
ある。
リノはペーパーワークの技術に長けており、紙
による各アイテムの立体としてのサイズ感など、
その技術もさることながら、自身のすべてのアイ
テムに対する必要なまでのバランス、見せ方に対
して検討する意識の高さを感じた。（リノのブッ
クレット P．7参照）ストレートなフォルムを多
用しているが、素材が磁土に変わることで、釉薬
との兼ね合いなど陶磁器としての効果も同時に求
めていた。先にも述べたが、そのようなところに
も彼が様々な素材に関わることで培った素材に対
する解釈、感性を感じることができた。それは高
台を一つの台の上に器がのっているという外見だ

図22 高台への鋳込み口作り

図21 サンドブラスターによる内外の質感の違い
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図23 DAEの教育システムを図示した表（2017年時）
※2021年現在、この養育システムは変更されている

けのものではなく、彼が提案する器の外側の直線
的な処理と見込みを丸くし機能を考えた内側の曲
線との対比を外側に技法としてサンドブラスター
を用いると言った時だった。彼のねらいは、内側
に釉薬の光沢を残し、外側にはサンドブラスター
によるマットな表情を見せることで外と内のシェ
イプの対比を強調し外のフォルムをよりシャープ
に際立たせることだった。
しかし圧力鋳込み成形において、内と外の形状
の違いは器の肉厚に関係し、このような形状の場
合は厚くなり、口の薄い部分と高台側の厚い部分
の差が出て焼成後に腰や高台内に段差ができる
‘引け’が発生してしまうことが多い。今回もそ
の‘引け’をどれだけ無くすか苦慮した。また高
台部が高く、高台内が厚いため泥漿が行き渡らな
いで正常な充填がなされない可能性があり、鋳込
み口を本来ならば、高台の内側の高台のすぐ横に

打つのではなく高台に直接鋳込み口を作るなどの
指導を行い問題解消に努めた（図22）。これらは
彼のプロジェクトを通して行った1つの事例紹介
であるが、留学生受け入れに際しては、そのプロ
ジェクト達成のために指導者としての多くの引出
しを持つことが求められる。また、留学生を受け
入れることによる本学学生への教育効果は計り知
れず、今回も驚かされた日本式石膏ロクロの技術
習得の速さや制作に向けての時間の使い方、トラ
イアンドエラーで作品の完成度をあげていく彼の
姿勢など、留学生の観察力、吸収力、学習能力の
高さは同じ空間で制作している有田セラミック分
野の学生への刺激にもなっていた。交換留学制度
は留学生の学びの場であると同時に、本学学生に
とっても、この地に居ながら留学生を通して陶磁
器に対する様々な考え方や国外への興味関心を抱
く機会となっている。

1－（3）「形状試作に用いる材料の重要性と有田焼のインスピレーション」：田中 右紀
リノが SPACE-ARITAの期間に着目して取り
組んだテーマは「高台に高さを持たせることで生
じる器の浮遊感と同心円の構成によるテーブル空
間の演出」と言ったところだろう。リノは課題研
究のミーティングの中で、初期ワイマールバウハ
ウスのヨハネス＝イッテンの授業に見られるよう
な、自然観察、素材研究、銘品の分析などを通し
て、そのリズムを調和的に構成するといった西洋
のモダニズム初期の基本的な事物の捉え方で、有
田の町の印象と焼き物を解釈した。複雑で有機的
な事象を単純な幾何形体とリズムに集約すること
は、既にオランダでの教育の中で身に付けた手法
だったのだろう。彼の母校DAEは、そのカリキュ
ラムの構成を見ても、初期バウハウス教育の影響
が見て取れる（図23）。彼は有田でピックアップ
した事象を、カードボードを切りつなぎすること
で具現化して見せた。テーブルウェアーの形状に
落とし込むにあたり、ドローイングや製図では十
分に把握できない形状の中の容量、寸法のバラン
ス、テーブル上での目線との関係、使用にかなう
機能性などの重要な要素を、カードボードを切り

つなぎした立体で明確にしようと試みた（図24、
リノのブックレット P．7参照）。この方法は、他
者と自己のアイデアを共有するうえで大変機能し、
彼のプランを我々支援する教員ははっきりと理解
することができた。そして更に、この方法が彼の
留学期間の作品の性格を決定づける最も重要なプ
ロセスだったといえる（図25）。

彼が行った0．8mmのカードボード（段ボール
素材の紙）による造形の試作は、焼き物の成型方
法をほとんど知らないデザイナーにとって、自分
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図24 カードボードモデル（試作検討）

の思い描く造形を他者と共有する方法として、周
りを見渡し偶然に思い浮かんだ方法なのか、母校
では日常的な方法であるかは尋ねそこなったが、
平面を張り合わせで作る造形で、2次元的に折る
ことで作る可展面の造形方法をとる。薄い紙で作
る複雑な折り紙のように3次元的に折るまたは、
反らせるというのではなく3次元曲面は無い。彼
の試作を垂直に2つに割った断面はあくまで直線
で構成され、断面に有機的なカーブを求めるのは
彼の取った方法では無理なことである。バナナの
皮をむく展開方法で切られた台形の平面をつなぎ
合わせてできた可展面の同心円の側面は、傾斜を
伴いあくまで直線的に立ち上がる。おそらく意識
的に可展面の造形方法を選択したと想像するが、
そこにバウハウス以降の近代デザインの影響を感
じるのである。そして作品の要素は、3次元曲面
を排した同心円の直径の変化による直線的な可展
面の傾斜、高さの異なる水平方向に現れる様々に
異なる直径の口縁、足元の高さの異なる同心円の
シリンダー状の高台という単純化がなされ、自分
で定めた基準を厳守して作り上げるストイックな
造形によって、テーブル上の空間を清潔で立体的
なリズムある空間に演出した。

このような作品の性格獲得は、彼の頭の中に初
めから定まっていたのではなく、彼個人の特性と
興味、それを育んだ環境と教育が培った視点と、
その視点で対象として受け止めた有田の事物とや
きもの、それを具現化するのに一定の制約を持っ
たカードボードによる構成試作、更にそれをテー
ブルウェアーとして作品化する磁土成形の技術が
相まって成立したのであるが、その造形プロセス

の中でも、試作に用いたカードボード素材の加工
の特性が作品の性格を最も規定したことは興味深
い。近年頻繁に使用されるコンピューター上での
製図成形、石膏型掘削、3Ｄプリンターによる形
状制作では得られない、不自由な素材や加工法が
導く個性と魅力を持った自由を獲得する道を垣間
見た。
彼はもう一つ高い関心を持つ対象として器の
「高台」を取り上げる。「日本事情研修」で有田
の陶磁器を観察した後のミーティングのころで
あったろう。かれは、高台があることで器のボ
ディーはテーブルの上で上下し、皿や鉢に浮遊感
を与えるという発見を発表した。
日本の陶磁器のうち、古墳時代から奈良時代に
かけて生活の道具として使われた土師器や須恵器
などは、高杯など儀礼的な用途の傾向を持つ器を
除いてほとんど高台を持たない。皿、ボール類に
それは顕著である。中世から近世において使用さ
れる土器（かわらけ）においても高台はほとんど
存在しない。日本の陶磁器に高台が現れるのは、
桃山時代、朝鮮半島の陶工が日本の肥前地域と瀬
戸、美濃に生産性の高い高温で焼成できる登り窯
などの高い焼成技術を伝えてからのことである。
つまり高台は本来、16世紀後半から産業として焼
き物生産が大規模に行われ近代的な生産体制が構
築されると共に、日本の陶磁器に当然あるべき部
位となった。生産の立場からの高台の必要性は、
①乾燥や焼成時の変形防止②底面の厚みを薄くす
る重量の軽減③焼成時の釉の流れによるハマや棚
板との固着防止④底面の乾燥時間短縮⑤形状によ
る物理的強度強化⑥蛇の目詰め等窯詰めの効率化
など生産の効率化と不良品を作らない品質安定の
ためである。尚、中国では9世紀頃華北地方で興
る磁州窯ではすでに完成度の高い鉢や皿が組織的
に生産され、それらには効率的な生産の為に高台
が備わっている。以降中国の食器の殆どに高台が
見られる。
それに対し西洋の器の高台の状況はどうだろう。
ヨーロッパでの陶磁器の高台の出現は、大航海時
代以降の中国陶磁器の影響に負うところが大きい。
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図25 ミーティングによる試作検討の様子

その後マイセンを嚆矢としてイギリス、ドイツ、
オランダ、イタリア、北欧など各国に産業陶磁器
の製造が起こると共に、高台を持つ陶磁器の生産
が始まる。しかし、そのほとんどの高台は、生産
上必要な最低限の部位であって、一部デコレー
ションの為の高高台を除けば積極的な関与は少な
い。そのほかの食器の素材として、木をくりぬい
た器、土器、銅器、銀器、ガラスといった素材が
あるがそれらは、生産において高台の形状を必要
としない。つまり、ヨーロッパにおいて高台の存
在は使用者にとって特に意識されることの無い部
位だということである。リノは1995年生まれだと
いうことを考えると、彼の持っていた高台に関す
る情報は、おそらくガラス製品の製造方法からく
る形状とそれを模倣したプラスチック製品やステ
ンレスの食器、アジアで大量生産された生産に最
低限必要な高台のある業務用食器がベースにあっ
たと思われる。そのような彼が、有田の焼き物を
観察する中で、高台に着目したことは大変興味深
い。確かに伊万里大川内山で焼かれた鍋島藩窯の
磁器の特徴の一つに高高台があり、2cm程の高
い高台を付けることによって器をテーブルから持
ち上げて見せる効果があり、独特の風格に繋がっ
ている。また、50代の筆者の世代でも、焼き物を
使用する際やセレクトショップで購入しようとす
る際、必ず高台の形状に注意を払う。このような
多くの日本人が持つほとんど無意識の感覚をリノ
は面白いと読み取ったのかもしれない。同じよう
な感覚で日本の器を解釈して作品にしたヨーロッ
パの作家にルーシー・リーとハンス・コパーがい
る。ハンス・コパーは、高台のシリンダー形状を
作品の部位として多用し、ルーシー・リーは日本
のお抹茶椀の形状からインスピレーションを得、
高台を強調し同心円の広がりを器のオブジェクト
として表現した。アウトプットのスタイルはプロ
ダクトの器とオブジェクトとしての器と異なるけ
れども、特にルーシー・リーとリノのインスピ
レーションは同じような経緯をたどっているので
はないかと想像する。
最後に、リノが制作方法に選択した圧力鋳込み

成形について、彼は外側の形に対する内側の形の
関係について心血を注ぐ。まっすぐに広がる可展
面の造形はあくまで変形を嫌う。それに対し、肥
前の磁器原料天草陶石は、ヨーロッパの磁器原料
に比べ耐火度が低く1，200～1，300℃付近で歪みを
生じやすい。器の形状を保つためには、重力によ
る影響が力学的にどこにかかり、そのために形状
のどこに土の厚みを持たせるかを考えなければな
らない。しかし厚みの極端な差は、生地の乾燥時
に変形や厚い部分の水分の放出に伴う陥没「痩
せ」が現れ、平らな表面が得られない。彼はそれ
らの点について成形改良を繰り返し、多くの技術
的経験をした。今回リノの場合、外側と内側の形
状を変える操作は、脱型・乾燥・焼成時に変形し
ないことに留意しながら機能性と求める性格を纏
うデザインを兼ね備えた形状という難しい条件が
制作における主題となった。ここでリノの制作上
に現れた主題の関連として、外側と内側の形状が
異なる形状成形を得意とする泥漿圧力鋳込みの特
徴を表現の主題とし、主に業務用食器生産の方法
とされるこの方法に、これまでと違った意味を持
たせ、何らかのオブジェクトを生み出すことを創
作課題の一つとして提案したい。磁土を使った圧
力排泥鋳込技法による表現作品の領域で、積極的
にその特徴を自己の表現として応用した作品を私
はほとんど知らない。技法を熟知することで新し
いフィールドを開く創作方法は前近代的方法かも
しれないが、近年多くみられる西洋の、アイデア
やコンセプトを主題とし、素材やプロセス、造形
に投影するやり方に対し、その逆のアプローチと
して重要であり、技法の熟知から始まる創作もま
た楽しい。
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図27 高台削りの様子

1－（4）「水引きロクロ成形の指導を通して」：甲斐 広文
平成29年に佐賀大学有田キャンパスが開設され、
その最初の留学生の一人であるリノとの関わりは、
彼が単位互換の授業の一つとして履修した私の授
業「ロクロ成形 I」のロクロ指導を通してである。
リノから水引きロクロの授業を受けたいと相談
があったときには、私の英語能力で道具を使う細
かい動きや感覚的な事象をうまく伝えられるのか
と心配をしたのを覚えている。外国人から見て日
本の伝統的なロクロに「日本」を感じているのか、
当初は体験くらいにしかならないのではないかと
思っていた。しかし、実際に授業が進むと彼は思
いのほか器用であり、こちらの英語をなんとか理
解しようとする姿勢は熱意を持って取り組んでい
ると好感が持てた。もともと彼のコミュニケー
ション能力は高かったと思われる。彼の授業への
参加は、同じ授業を履修していた学生にとっても
良い刺激となった。こうして身振り手振りによる
コミュニケーションや、たどたどしい英語によっ
て行われた国際交流は、自分たちのやっているロ
クロ作業の行為の意味を考えることにつながった
のではないかと考える。つまり意味や所作を伝え
るためには一度自分の中で考えなければならない
からである。
最初の道具作りについても本学学生と同じよう
に作成したが、初めてのことで、おそらく何を作
らされているのかよく理解できていないうちに進
んだものと思われる。出来上がった道具をこれか
らどう使うのかという好奇心で目を輝かせて見て

いる姿が印象に残っている。
次の段階の土練りは初心者であれば誰でも戸惑
うものであり、流石にはじめは苦戦していた。私
が日本人に日本語で伝えようとしても、なかなか
伝えにくい作業である。それでも意欲的な彼は、
空いた時間に練習をし、いち早く形にしていった。
その後も、有田の伝統的な道具である「のべべら」
の使い方や削り仕上げなど習得していった。削り
では「カナ」による中心取りが難しいのだが、完
全にとは行かないまでも、かなり上達することが
出来た。

これらのことから交換留学生が日本の学生と共
に学ぶことによって有田キャンパス内で日本の学
生が受ける一番のよい刺激と影響は、ものつくり
に取り組む姿勢を再認識することではないだろう
か。また、一を聞いて十を知る…とまでは言わな
いが、物事を察すること、そうしようとする心構
えは本学学生も同じく高めてもらいたい。
今回のロクロのような技術の指導は、思想や考
え方を指導するよりも伝えやすいと思われるが、
リノがもともと技術習得において能力のある学生
だったことは大きい理由であると思う。うまく指
導することができた…と思わせるほど優秀な学生
であった。

図26 ロクロ成形の様子
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2．「日本事情研修」

前述したように「日本事情研修」は「日本を知る」＝「産地を知る」という考えのもとに、佐賀県のや
きもの、主に肥前地区における陶磁器産業の現場の見学や、美術館や博物館見学などの歴史的な観点から
主要産業について学び、「やきもの」への理解を深めるフィールドワークである。有田キャンパスという
地の利を活かし、肥前の歴史とともに肥前窯業の様々な現場を実際に訪れ肌で感じることで、ここでしか
学べない特徴的な授業を提供している。肥前窯業をできるだけ網羅するようにプログラムを組み立ててい
る。日本磁器創始とされる泉山陶石場をスタートに、有田を始め波佐見や伊万里、唐津の美術館や資料館、
陶磁器研究機関、重要無形文化財保持者や保
持団体として認定されている窯元、民間窯元、
作家などの、やきもの作りに従事する様々な
事業所を訪れ、肥前窯業圏のやきもの表現の
豊かさに触れる（表3、平成29年度春学期プ
ログラム表を添付）。この授業は SPACE-
ARITA留学生の主軸である「自主研究」に
深みを持たせ、個々の研究内容によっては訪
問した研究機関や窯元などとさらに関わるこ
とで地域との交流を深めることも期待してい
る。

図31 九州陶磁文化館：館内展示 図32 九州陶磁文化館：学芸員による解説

図29 田島商店（陶土製造会社） 図30 田島商店：陶土製造の様子

図28 泉山磁石場
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オリエンテーションで留学生に配布する、平成29年度春学期の見学等を記した予定表は表3の通りであ
る。

表3 平成29年度 春学期 日本事情研修予定表
日本事情研修予定表：The schedule of “Field work on Japanese affairs” 2017

日 時限 内容

1 14-Apr
Fri

Ⅲ
13：00～14：30

オリエンテーション・九州陶磁文化館見学

Introduction, to visit Kyushu Ceramic Museum

2 21-Apr
Fri

Ⅲ
13：00～14：30

泉山陶土採掘場、有田町歴史民俗博物館見学

to visit Izumiyama Quarry and Arita Fork & History Museum

3 12-May
Fri Ⅰ～Ⅳ

肥前地区の焼物産業について学ぶ‐有田 vol．1
（フィールドワーク（学外見学一日研修））

to study porcelain industry in Hizen district vol. 1 (1 day field work in Arita)

9：00～10：00
10：10～11：00
11：15～12：00
13：00～14：15
14：30～16：00

柿右衛門窯：Kakiemon (traditional pottery, national treasure 14th Kakiemon)
陶悦窯：Touetsu-kama (pottery)
香蘭社：Kouransha (porcelain manufacture)
田島商店・山辰成型所：Tajima clay factory, Yamatatsu model&mold making factory
キハラ・卸団地他：Kihara wholesale company, Arita Toji-no-sato Plaza

4 19-May
Fri Ⅲ～Ⅴ

肥前地区の焼物産業について学ぶ‐波佐見 vol．2
（フィールドワーク（学外見学半日研修））

to study porcelain industry in Hizen district vol. 2 (0.5 day field work in Hasami)

13：00～14：00
14：10～14：40
15：00～15：50
16：00～17：00

福稔生地：Fukutoshi-kiji (raw products making factory)
松永いこみ：Matsunaga-ikomi (raw products making factory)
白山陶器：Hakusan Porcelain (porcelain manufacturer)
西山：Nishiyama (porcelain manufacture)

5 16-Jun
Fri

Ⅰ～Ⅴ

肥前地区の焼物産業について学ぶ‐伊万里・唐津周辺 vol．3
（フィールドワーク（学外見学一日研修））

to study porcelain industry in Hizen district vol. 3
(1 day field work to Imari and Karatsu)

9：00～10：30

11：30～12：00
13：30～14：30
15：00～16：00
16：30～17：00

畑萬陶苑・大川内山見学
：Hataman-touen (pottery), to see around the porcelain field of Nabeshima domain
”Imari Ohkawachi-yama”
作礼窯：Sakurei-kama (pottery)
太郎衛門窯：Tarouemon-kama (traditional pottery)
唐津城：Karatsu-jo (the important castle of porcelain of Karatsu domain in Edo period)
草伝社：Sodensha (the shop of porcelain)

6 14-Jul
Fri

Ⅱ
13：00～14：30

プレゼンテーション・ブックレット提出

Short presentation with Booklet
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Rino Claessens: Eindhoven Design Academy
Spring Semester, 2017
Fieldwork on Japanese Affairs 日本語訳

P．4
佐賀県立九州陶磁文化館：2017年4月14日
九州陶磁文化館の作品説明パネルのほとんどが日本語で書かれているので、英語で案内してもらって助か
りました。日本における磁器の歴史の概要が解説され、近代の陶磁器の作品も展示されていました。特に
オランダ東インド会社時代の陶磁器とオランダとの関係に関する展示が面白かったです。オランダ人につ
いてどのように描かれているのかが興味深いところでした。美術館の一つの目玉は30分おきに音楽を流す
磁器時計です。時計が開くと磁器の人形が現れ、磁器の鐘が鳴ります。地下展示室には柴田夫妻コレクショ
ンがあり、江戸時代の有田焼が並んでいました。訪問した時期に自主研究において食器セットのデザイン
を考えていたので、伝統的な食器を見ることができ、とても参考になりました。

P．8
泉山磁石場：2017年4月21日
1616年に朝鮮人陶工・李参平により日本で初めて磁器の陶石が泉山で発見され、磁器焼成に成功したと言
われています。現在まで続く有田焼の伝統的工芸品産業の始まりです。現在は泉山磁石場の陶石はほとん
ど使われておらず、より純粋な陶石が採れる場所で採石されています。泉山磁石場は1980年に国指定史跡
として指定されました。磁石場の前には陶工の記念碑があります。昔の登り窯の廃材（耐火煉瓦＝トンバ
イ）を再利用して作ったもので、表面に付着している釉薬などから磁器焼成の断片を垣間見ることができ
ます。

P．13
有田町歴史民俗資料館：2017年4月21日
この小さな資料館では磁器の伝統的な製造工程が紹介され、登り窯の模型や昔の道具が展示されています。
発掘された古い陶磁器片が展示されている部屋もあります。訪れた時に自主研究の、食器の高台について
リサーチしていたので、自分のプロジェクトに非常に参考になりました。有田焼の歴史の中で様式の変化
や導入された技術の変遷について学ぶことができ、興味深かかったです。

P．18
柿右衛門窯：2017年5月12日
柿右衛門窯は400年の歴史を持つ窯元です。伝統的な技術が父から息子に代々受け継がれてきました。現
在も400年前と同じ製造法で磁器の商品を作っています。ロクロで成形し、手描きで加飾し、薪窯で焼成
しています。製造工程の中で近代的な機械が一切使われていません。2013年に亡くなられた14代酒井田柿
右衛門は人間国宝として指定されていました。人間国宝は日本政府が日本の工芸技術などの重要無形文化
財を保持している人物に与える認定です。
柿右衛門様式は濁手（ミルキーホワイト）の背景に非対称的な加飾が施されていることで有名です。作品
の中では、加飾と同様に何も描かれていない空間が重要な要素です。ゴールデンウィークには薪窯焼成が
開放されており、それを見た後、伝統的な和室で庭を見ながらお茶を楽しみました。その時に使われてい
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た湯呑が、ショップで3万円以上で販売されていることが後で分かりました。磁器製造の最高峰の職人技
とその精度の高さに感動しました。完璧な器を作るために職人が自分の人生を捧げています。

P．26
陶悦窯：2017年5月12日
この大きな工場では主に圧力鋳込み及び機械ロクロで成形され、金や銀の釉薬で仕上げた食器が製造され
ていました。労働環境があまり良くない印象を受けました。工場には蛍光灯しかなく、自然光がほとんど
差さないこと、繰り返しの単純作業が多かったことを覚えています。

P．32
香蘭社：2017年5月12日
この巨大な工場で磁器を大量生産していました。メインの工場には飛行機が入るほどの大きさでした。ほ
とんどの製造工程で機械が導入され、ベルトコンベヤのような効率的な製造法で、主に排泥鋳込成形によ
る花瓶や圧力鋳込成形による皿が生産されていました。香蘭社は16／16（2016／の間違い）プロジェクト
の一環として、オランダのスタジオ・ウィキ・ソーマーズとコラボレーションし、茶器セットを開発しま
した。この茶器セットコレクションのコンセプトは伝統工芸と新技術の融合で、金属板ステンシルのよう
な鉛版を用いてスプレー加飾された昔ながらの装飾技法を適用し、香蘭社の象徴的な瑠璃釉をスプレー掛
けしながら模様を生み出しています。工場内には天皇陛下に向けた品もありました。

P．38
田島商店：2017年5月12日
田島商店の工場では陶石が陶土になるまでの全ての工程を見ることができました。まずは原料になる陶石
を大きさごとに選別し、陶石の汚れを落としてからスタンパーで13時間かけて粉末状にします。水力を使
い、永遠に叩き続けるスタンパーの力は圧巻でした。陶石の粉末は水に溶かし、マグネットで陶石中の鉄
分を取り除きます。鉄分が少ないほど純粋な陶土になります。振動ふるいにかけたあと、フィルタープレ
スにかけ、ポンプの圧力で適切な硬さまで水分を取り除き、出来上がった陶土を出荷します。

P．42
山辰成型所：2017年5月12日
山辰成型所では石膏原型や使用型が製造され、非対称性の物を得意にしています。山辰さんは石膏ブロッ
クから手で原型を削っていきます。その後、原型から捨型を作り、使用型を量産するために最終的に捨型
からケース型を起こします。クライアントからの2次元の絵や図から3次元の型を起こすこともあり、山
辰さんが持っている素晴らしい技術に感激しました。

P．47
福稔生地：2017年5月19日
この小さな生地屋では圧力鋳込成形や機械ロクロ成形によって、窯元の為の生地を製造しています。小さ
な工場ですが、大量生産を行なっています。私が訪れた時には、1ヶ月で30万個納品の無印良品歯ブラシ
スタンドのオーダーに取り掛かっていました。
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P．51
白山陶器（松永鋳込の間違い）：2017年5月19日
排泥鋳込みの製造法に特化した小さな工場の生地屋さんです。急須、水差しやマッグカップなど複数のパー
ツから成る製品を得意とした、家族経営のゆったりした雰囲気がある工場でした。私は特に利用していた
道具に興味がありました。竹や古い傘の骨などからできた道具の全てが手作りのものでした。

P．55
西山：2017年5月19日
非常に効率的な工場で焼物製造の全ての工程が行われています。全ての工程には機械が導入され、釉薬掛
けや機械管理のために数人働いている程度でした。50メートルほどの長さの素焼用トンネル窯がありまし
た。ベルトコンベヤに乗せられた生地がトンネル窯に入り、素焼の製品として出てきます。加飾は主にシ
リコン製の塊が製品を完全に覆うようなスタンプ＝パット印刷で施されていました。

P．61
畑萬陶苑：2017年6月16日
伊万里にあるこの窯元では豊かな装飾ある磁器を作りつつ、モダンな食器も製造しています。伝統的な技
術を守りながらイノベーションにも力を注ぐというのが目標だそうです。コレクションの多くは天然原料
を使った青磁の製品です。その製品の一部はサンドブラストされていて、魅力的な効果が現れています。
畑萬陶苑はオランダのデザインスタジオ「ショルテン＆バーイングス」とコラボレーションし、そのプロ
ジェクトが昨年のミラノ・サローネでエル・デコのテーブルウェア部門で大賞を受賞しました。また、
ニューヨークのMoMAデザインストアでも取り扱われています。

P．64
中里太郎右衛門窯：2017年6月16日
日本の茶道に用いられる抹茶碗を得意にしている唐津の伝統的な窯元です。ロクロで制作され、登り窯で
焼成されます。あらゆる儚さや不完全さを受容する日本の伝統的美の概念である「侘び寂び」をコンセプ
トにしています。多くの場合、不均整で非永久的、そして不完全なものの美であると言われています。「侘
び寂び」の特徴とは非対称、貧粗、質素、謙虚、そしてそのままの姿と経過の純真高潔さへの真価を表現
しています。

P．66
唐津城：2017年6月16日
唐津城は平山城の一つで、山や丘の上に建てられておらず、平野に建築されたお城です。江戸末期、唐津
城は唐津藩主の小笠原家の拠点でした。自然の防衛の要として海を使用するために海のすぐ側に建設され、
海から舞い上がるイメージから別名“舞鶴城”と親しまれました。天守閣やその他の建造物は1966年に観
光施設として再建され、現在は観光を後押しする博物館として利用されています。5層5階の天守閣になっ
ていて、1階が展示スペースになっています。
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P．71
天草陶石採石場：2017年7月16月
天草島ではこの留学プログラムで使ってきた陶石の原点を見ることができました。磁石場まで歩いていき
ましたが、道中、陶石の選別、洗浄、ろ過などが行われる工場もありました。天草磁石場は日本最大の採
石場であり、ほとんどの日本磁器の製品がここの原料からできています。
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2－（1） 肥前のやきものづくりの現場から得るもの：三木 悦子・湯之原 淳
前述したようにリノのまとめたブックレットか
らは彼の素直で、様々な事象に何事にも真っ直ぐ
に向き合う性格、留学に来たこの有田や肥前地区
を理解しようという姿勢が表れている。特に「地
産地消」という観点に興味を持って捉えており、
その土地にある素材を使って、その土地に伝わっ
て来た技術で、その土地の人たちが生産に従事す
る、というかつては当たり前だった人間の営みが
この肥前地区に残っていることに感銘を受けてい
るようであった。それは日本の民俗的な文化風習
にも共通している思想かもしれない。その中で日
本の器やひいては製品がどのようにして作られて
いるか、そこで働く人々（職人）がどのような目
線で彼らの仕事と向き合っているか、ということ
を、製品だけでなく、関わる道具や空間、人の動
作から見出していたのではないだろうか。そこに
触れ、日本独自のものづくりの感覚を吸収して
いったようだ。泉山磁石場は現在では主要陶石と
しては使用されなくなったが、今使われている陶
石のルーツ、天草にも行ってみたいと懇願され、
授業外で一泊のフィールドトリップに行ったが、
そこからも彼の姿勢が見られた。

図35 西山（波佐見）：工場見学の様子

図34 畑萬陶苑（伊万里）：工場見学の様子 図38 中里太郎右衛門窯（唐津）：見学の様子

図36 西山（波佐見）：パット印刷見学の様子

図37 田島商店（有田）：工場見学の様子

図33 柿右衛門窯（有田）：見学の様子
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